　　　今月の樹「ナツメ」　　　　　　　　　　　
　

　昨今ナツメといっても、漢方薬や料理に使われている乾燥した果実を知る人はあっても、その樹や花を知る人は少ないのではなかろうか。昔は農家の庭先などによく植えられ身近な樹木であったと思われる。「あのこはだあれ　だれでしょね　なんなんナツメの花下・・　」という童謡をご存知の方も多いと思います。この「あのこはだあれ」という童謡からも伺えるようにナツメは日本人には親しまれている果物のひとつで庭などに植栽され、普通に見られたのでしょう。
ナツメ（棗、学名：Ziziphus jujuba）は、クロウメモドキ科ナツメ属の落葉高木であり、和名は夏に新芽がでるから夏芽（ナツメ）だという説と、お茶に使う抹茶入れのナツメに果実が似ているからという説があります。
　南ヨーロッパかアジア西南部原産で中国にも自生、中国北部原産説もあります。日本には古くに渡来していて「延喜式（９２７年）」にも乾棗（ほしなつめ）、大棗（たいそう）の名が出ていて、その昔から薬用に供していたことがわかります。ナツメは「桃、栗３年、杏は４年、梨は５年、棗（なつめ）は、その年金になる」といわれて有利な果物として珍重され、副業として栽培され、また多くの品種改良が進められてきたようです。
　ナツメは落葉の低木か小高木となり、高さ１０メートルに達する場合もあります。樹皮は黒褐色から灰色、小さく不規則に縦に割れ目がはいり、よく分枝します。枝はたれ気味で長く伸び、普通枝の基部にしばしば刺つくが栽培品種では刺のないものも多いようです。
葉は、小枝に互生して葉柄は短く、少し平面的に並び羽状複葉のように見えます。ゆがんだ卵形か長卵形で長さは２～４センチです。先は鋭か鈍で葉基は鈍形で、少し左右非対称です。質はやや堅く光沢があります。３主脈があり縁には鈍鋸歯があります。

花は、６－７月ころに葉のわきに淡黄色の小さな花を数個ずつつけます。
　果実は核果で楕円形、はじめは淡緑色ですが、熟すと暗赤色になります。暗紅色に熟した果実は生で食べたり、甘味を加えて煮たりします。　　食用にだけに用いる場合はホシナツメで、夜露に
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当ててから翌日日干しにしたもので、赤いので紅棗（こうそう）と呼びます。日干しにして乾燥してから蒸して、また日干しにしたものを生薬の大棗（たいそう）といいます。
このように乾燥したものは保存がしやすく、このままで食べたり、薬としても用います。紅棗（こうそう）を赤く仕上げるためには、採取後すぐに湯通しして、スノコなどの上に並べて夜露にあてて乾燥させます。
　大棗は漢方でよく使われる生薬のひとつで、緩和、強壮、利尿、鎮痙、鎮静などに応用されます。とくに、緊張による痛みや急迫症状、知覚過敏などの症状を緩和して、他の薬物の作用を穏かにするために他の生薬と配合した漢方薬が多くあります。
また葉に含まれる成分ジジフィン（Ziziphin）は、舌で甘味を感じにくくさせる効果がある。
木材としては、硬く、使い込むことで色艶が増す事から、高級工芸品（茶入れ、器具、仏具、家具）等に使われている。その他、バイオリンのフィッティング（ペグ、テイルピース、顎当て、エンドピン）にも使われています。 比重としてはツゲと黒檀の中間程度。
日本では、果実を砂糖と醤油で甘露煮にし、おかずとして食卓に並ぶ風習が、古くから飛騨地方のみで見受けられます。
韓国では、薬膳料理として日本でも知られるサムゲタンの材料に使われるほか、砂糖・蜂蜜と煮たものを「テチュ茶（ナツメ茶）」と称して飲用されています。
欧米には19世紀に導入されキャンディ（当初はのど飴）の材料として使われるようになった。
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